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【目的】固体分散体中の非晶質薬物の結晶化は､高分子中の薬物分子の拡散に

よる結晶核の形成と成長により起こる｡本研究ではガラス転移温度 (Tg)の異な

るモデル薬物を用い､AQOATAS-LG(AS-LG)中における拡散性を評価した｡さら

に､薬物一高分子の分子間相互作用について検討し､各薬物の固体分散体におけ

る安定性との関係を検討した｡

【実験】実験には､モデル薬物としてベンゾフェノン､ケ トプロフェン､フェ

ノフイブラー ト､フェニルブタゾンを用いた｡AS-LG膜および薬物との混合膜は､

溶媒蒸発法により調製した｡各試料は､333､343､353Kで処理し､膜中の薬物濃

度を赤外分光法により測定した｡得られた薬物濃度プロファイルから､各薬物の

拡散速度定を算出した｡また､AS-LGの粘度は熱機械分析(TMA)を用い測定した｡

薬物とAS-LGの分子間相互作用は､IRスペクトルにより評価した｡

【結果 ･考察】各薬物の AS-LG中における拡散速度定数は､温度上昇に伴い増

加した｡さらに､AS-LG中における薬物の拡散速度定数は､薬物のTgと処理温度

Tの差(T-Tg)と相関していた｡一方､TMA測定の結果､AS-LG粘度の温度依存性が

確認され､T-Tgが大きいほど混合膜の粘性が低下し､拡散速度定数は増加してい

ることが確認された｡また､IRスペクトルにより､各薬物とAS-LGに分子間相互

作用が認められ､相互作用の程度は､薬物により異なっていることが確認された｡

同一T-Tgにおける､各薬物とAS-LGとの分子間相互作用は､薬物の拡散速度に影

響を及ぼしていることが確認され､薬物の拡散には､高分子の粘性だけでなく､

高分子との分子間相互作用も影響を及ぼすことが示唆された｡


